
イフジ産業の鶏卵相場予想

2026年 11月 の鶏卵相場予想

325円

（全農東京相場LM加重平均）
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全農東京鶏卵相場 2022年～2026年
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※2026年10月の相場は10月26日までの平均値。2026年11月は予想値。

※予想は当社独自のものであり、あくまで予想です。

※この情報に関するお問い合わせ等はご遠慮ください。

＝
「タマゴテック」でライフスタイルの殻を破る

１０月の相場ですが、Lサイズ・Мサイズともに３１０円にてスタートしました。６日にＬサイズＭサイズともに５円上昇、

２０日にＭサイズが５円上昇し、その後は現在に至るまで保合となっております。（２０２６年１０月２６日時点の

ＬＭ加重平均は３１４．８円）

供給面に関して、餌付け羽数は前年比１～８月平均で９６．９％と飼料価格やその他経費の高騰に伴う生産コ

スト等の増加によって増羽には至っておりません。また、採卵鶏ではありませんが韓国や千葉県にて野鳥の糞便から鳥イン

フルエンザウイルスが検出されております。一方の需要面において、大手ファーストフードチェーン等の月見プロモーションは

徐々に落ち着いておりますが、行楽シーズンによる特需や外食筋中心に秋冬メニュー向けが始まっている事で全体的な

需要は堅調に推移しております。

さて、１１月の相場予想ですが、供給面では気温の低下に伴い産卵率・個卵重が回復してくる季節になってくると思

われます。また、前述の通り鶏卵生産量トップクラスの千葉県での鳥インフルエンザウイルス検出という事もあり、予断を許

さない状況になっていくと思われます。需要面に関しては、気温の低下に伴う鍋物需要、外食筋では秋冬メニューへの本

格的な移行や観光需要等もあって全体的に増加していくものと思われます。

１１月の鶏卵相場に関して、上記要因から月間ＬМ加重平均は３２５円付近と予想致します。ただ、国内におけ

る鳥インフルエンザの発生期間に入っている事で鶏卵情勢を取り巻く環境が変化していく可能性が高いため、引き続き注

視していく必要があります。
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